
開放機器紹介

■機器の概要

１秒間に最高9万枚の熱画像が撮影できる赤外線サーモグラフィです。通常の赤外線サーモ
グラフィでは測定できない高速な現象について温度測定が行えます。

■測定例

■仕様・留意事項

グループ：製品技術グループ

高速度赤外線サーモグラフィ

・高速度赤外線サーモグラフィ

メーカー/型式： Telops / FAST-IR 2K

解像度： 320×256ピクセル

フレームレート ： 1.9kHz（320×256 ピクセル時）

90kHz（64×4 ピクセル時）

測定温度範囲 ： 0℃～1500℃

検出器 ：InSb ピッチ30μm

レンズ ：50㎜ （11×8.8°最小結像距離500㎜ 空間分解能0.60mrad）

ドリル加工時の温度測定

ドリル

被削材CFRTP

回転数1900rpm

①0.25[sec] ②0.5[sec] ③1[sec] ④1.5[sec] ⑤2.1[sec] ⑥3[sec] ⑦3.8[sec]
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高速度赤外線
サーモグラフィ

TELOPS

秒間2000枚測定

4秒間
計8000枚の熱画像を撮影

各熱画像の最高温度を
抽出しグラフ化

・切り屑温度は160℃程度まで上昇

加工が始まり
切り屑が発生

切り屑温度が上昇 切り屑が最も発熱していることが分かる 工具の温度も上昇しているが、
切り屑ほどは発熱しない

・工具温度は60℃程度であった

・CFRTPを切削した場合、加工熱はほ

とんど切り屑に流れており、加工時
の発熱としては理想的な形態である
ことが確認された

高速回転する加工時のドリルを
高速度赤外線サーモグラフィで測定

・工具はあまり発熱しない
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難削材であるCFRTPの切削加工時の加工熱の発熱状況を調査したい

使用料：1,580円／時間


